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近年、軸対称偏光を有したベクトルビームはそのユニークな偏光状態から縦電場や軌道角運動

量の発生などの物理的興味と共に、その特徴を生かした超解像顕微鏡や特殊加工、多重光伝送な

どの応用も注目され、さらに、分子とベクトルビームの相互作用から新しい機能性有機高分子材

料の創生にも利用されている。テラヘルツ（THz）領域でベクトルビームを発生させたり制御で

きたりすると、物質と光の相互作用により新たな材料や THz領域の新たな分光分析法の開発も期

待される。これまで、THz ビームのミリオーダーの分解能はベクトルビームにより向上し、自由

空間を伝搬する THz ビームの金属ワイヤーへの高効率結合も提案されている。このように THz

領域のベクトルビームを自在に制御する新たなテラヘルツ技術が開拓されている。現在までに、

THz ベクトルビームの発生方法は非線形光学結晶を用いた方法や光伝導アンテナを使用したもの

が提案されている。我々のグループはフレネル反射を利用した THz 領域の軸対称波長板（TAS 

plate）を作製し、THz の偏光ビームをベクトルビームに変換している。今回、生成したベクトル

ビームを精密に分析し、入射偏光状態を変化させてベクトルビーム制御を試みた。 

 図 1 はベクトルビームの発生の様子である。入射偏光を変化させることで光強度分布に変化が

生じている。図 1(a), (b), (c), (d) は、それぞれ 0 直線偏光，45 直線偏光，90 直線偏光，135 直

線偏光が TAS plate に入射され、その出力ビームを検光子と THz カメラによって撮像された 2 次

元 THz強度分布であり、入射偏光状態によってその THz強度分布が変化している。入射偏光によ

り、ベクトルビームが制御されたことを意味している。言い換えると、これをさらに注意深く分

析することで、新たな THz 偏光検出法の開拓に応用できる。 
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